
 

■研究概要 

 中学の吹奏楽部．あと一歩のところで全国大

会に行けず，行けた団体と行けなかった自分た

ちとは何が違っていたのだろうかと考えたこと

が，私が集団に関心を持ったきっかけです．ま

た，大学院でアメリカに留学したことは，日米

社会のそれぞれのよさと問題点に気づくきっか

けになりました． 

 どのような集団がよりよい結果を生み出すの

か，どうすれば目的に向かって協力を引き出せ

るのか，よりよい社会にするには，何を変えて

いくべきか．つらつらと考えたり調査をしてい

たら，いつの間にか研究者になっていました． 

 さまざまな集団・コミュニティ・社会の現象

について，その中の人々のつながりの束である

社会ネットワークのはたらきに注目して，研究

を進めています． 
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■研究テーマ 

1. 社会ネットワークと協力行動 

小集団における社会ネットワークにおいて，

信頼関係が推移的であるほど，集団内におけ

る協力行動が現れやすいことを明らかにし

ました（文献 A）．この知見をワッツのスモー

ルワールド・ネットワークのシミュレーショ

ンを応用して拡張し，社会全体における協力

が成立する条件を求めました（文献 B）． 

2. 地域社会のネットワークと震災からの復旧・

復興の成否 

新潟県中越地震（2004年 10月）の生じる前

と後とで同じ人々を対象としたパネル調査

を行い，地域社会のネットワークやコミュニ

ティのどのような性質が，震災からの復旧・

復興の成否に関係しているのかを計量的に

検討しました（文献 C, D）．東日本大震災の

直後には，その調査結果をもとに，被災住民

の人々に向けて提言を行いました（文献E）． 

3. 社会ネットワークが地域や個人の格差の縮

小（拡大）にもたらす効果 

「格差社会」と言われて久しいですが，個人

間の格差は，個々人に起因するものも，自治

体の支援の差から間接的にもたらさせるも

のもあります．このような格差に対して，社

会ネットワークは，それを縮小する効果があ

るかどうかを総合的に検討しました（文献 F）． 

 

よりよい集団・コミュニティ・社会のあり方を求めて 



4. 伝統文化の地域コミュニティにおける継承 

長野県諏訪地域で 1200 年以上続いている

「御柱祭」が，地域コミュニティの人々によ

ってどのように継承されているのか，また，

継承のために，制度や文化がどのように変容

しているのかを調査研究しています（研究G）． 

5. その他（文化や世論） 

・口承文芸（「三枚のお札」）のヴァリアント

と通婚圏との関係（文献H） 

・コロナ禍のワクチン接種で，周囲の人々か

らのプレッシャーが接種を促したか（文献 I）

など． 
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◆ゼミの内容 

 集団（音楽やスポーツなど）や地域コミュニティで活動した経験のある人が，自分の経験について

再考する機会になればと思います． 

 ゼミでは，理論に基づいて現実の問題を考えることや，適切な比較を行うことなど，卒業後も使え

る基本的なものごとの見方・考え方の習得を目指します．卒論のテーマ設定は自由です．固定観念に

とらわれずフレキシブルに思考し，世界のどこでもたくましく生きていける人を養成したいと思って

います． 

▲趣味 

クラシック音楽：吹奏楽をやっていたので，色彩豊かな管弦楽曲が好きでしたが，年を取ったせい

か，最近は，ベートーヴェンの弦楽四重奏曲など小編成の室内楽に惹かれます． 

オーディオ：コロナの巣ごもりっがきっかけで，オーディオの沼に踏み込んでしまいました．指揮者

になる夢は叶えられそうにないですが，アンプやスピーカー，コード類を組み合わせて，自分好み

の音を作っていくのは楽しいものです． 

テレビ・スポーツ観戦：自分ではスポーツはほとんどしませんが，チームスポーツを見るのが好きで

す．特にアメフト好きで，NFL（プロ）はもちろん，カレッジまでカバーしています． 

旅行・温泉・アルコール：人生にリラクセーションは，必要です． 


